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　キリスト教の信仰にあってキリストの受難、とりわけ磔刑は欠かすことのできない事件であ
る。受難を描いたニコス・カザンザキスの同名の小説 1 を下敷きに 1988 年に公開された映画『最
後の誘惑』では、キリストはまず地面に寝かされた十字架に釘で打たれたのち、ゴルゴタの丘に
十字架ごと立てられた。2004 年公開の『パッション』、最近では 2014 年公開の『サン・オブ・
ゴッド』でもキリストの磔刑は上記の手順で執行されていた。マーティン・スコセッシをはじめ
とした映画監督たちがなぜ磔刑をこのように見せようとしたのかは判らないが、既に 11 世紀ビ
ザンティンの《バルベリーニ詩篇》（ヴァチカン図書館、Barb. gr. 372, fol. 37v）では大地に横た
えられた十字架の上で磔にされるキリストが描かれている。西欧ではシャルル 4 世妃ジャンヌ・
デヴルーが所有していた 14 世紀にシエナで作られた写本（パリ国立図書館、ms. franc. 9561, fol. 
176r）にやはり同様の場面が描かれたのをはじめとして、16 世紀に至るまでアルプス以北の画
家たちは大地の上で十字架に釘打たれるキリストを好んだ 2。しかし、13 〜 14 世紀のビザンティ
ンのフレスコに目を向けると、キリストがどのように磔にされたのかという点について我々はま
た異なった解釈に直面する。ちょうどパレオロゴス朝が帝国を支配していたこの頃の壁画では、























は 13 世紀までは描かれることがなかった。13 世紀以前において、磔刑という事件は福音書の記
述に従い、磔刑の場面のみで表現された。即ち、磔刑を準備する一切の場面は描かれなかったの
である。前後する場面のない単独の磔刑の表現は Cod. Paris. gr. 74、fol. 59r（11 世紀、図 1）の
ような写本挿絵やチャヴシンの「大鳩小屋の聖堂」（965 年ごろ）のフレスコなど、数多く存在









    
5  ダーベスによると、この年代は写本のコロフォンに由来する。ただしヘレン・エヴァンズは聖ペテロの描
写様式から写本が作られたのは 13世紀であると私信中でダーベスに伝えている。Derbes 1995, note13.
6　「昇架（fol. 125v）」の直後の挿絵は「ピラトの前のアリマタヤのヨセフ（fol. 127r）」である。つまりこの 2つ
の挿絵の間の 1フォリオ分（fols.126r; 126v）が失われており、ここに「磔刑」と「降架」が描かれていた可能
性が高い。
図 1 「磔刑」、11 世紀、Paris. cod. gr. 74, fol. 59r 図 2「昇架」、11 世紀、《ヴェハパー福音書 ( マテ


























いう見解を採り、《クルドフ詩篇》（ロシア国立歴史博物館、gr. 129D、fol. 67r、9 世紀後半）や








10「磔刑」の図像そのものに関しては、彼らの ‘freedom and strength of Christ in his death is one of the 
chief themes of Armenian reflection on the subject’という主張も正しいであろう。T. Mathews; A. Sanjian, 






































     図 5「昇架」、バニャニ、スヴェティ・ニコラ聖堂、1298–99 年
































いえば、「苦い（酸い）ワイン」である（マタイ 27: 34、マルコ 15: 23）。オフリドのパナギア・
ペリブレプトスでも「昇架」の一つ前に「苦いワインを飲まされるキリスト」が描かれているが、
それぞれ別の画面を与えられており、対してレスノヴォの画家は２つの場面を統合したイメージ






で分ける兵士たち（マタイ 27 : 35、マルコ 15 : 





















ス聖堂では、銘文は十字架の左に ...[ἀν]αβέ[νωντος]...、右に ἐν τῷ στ[αυ]ρῷ と読める。直訳
すれば「十字架に昇る」となる。年代が近接するプリレプでも、ἀναβένωντος ἐν τὸ σταυρὸ
と、分詞 ἀναβένωντος を用いたほぼ同じ文面が認められる。では後続の作例における銘文も
すべてこの形式を踏襲しているのかというと、そうではなく、スタロ・ナゴリチャネでは ἡ ἐπι 
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     図 8「昇架」、レスノヴォ、レスノヴォ修道院、 




















語では「昇架」で統一されているが、英語では ‘Ascent of the Cross’ ‘Christ ascends the Cross’、 仏語では ‘Mise 
en Croix’ ‘Jésus monte a l’échelle pour être cloué sur la Croix’など、表記に揺れがある。さらに G. Milletの
Recherches sur l’iconographie de l’Évangile　(Paris, 1960) 380–395では La mise en Croixが大項目として載せら
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「はげ頭、上っていけ。はげ頭、上っていけ（ascende calve ascende calve）」と嘲られるが、クレル
ヴォーのベルナルドゥスはカルヴァリオをこの ‘calve’ と同一視した 28。ラテン語世界でないため
にこの修辞が成立しないビザンティンの「昇架」の場合、図像が先立つのか、テクストが先立つ
のかは明らかでない。しかし、以下に示す通り主題自体の初出は『ニコデモ福音書』と考えられ









たヴァージョンである。グループ M は推定される成立年代順に M1、M2、M3、M4 と 4 つのタ
イプの本文が知られているが、M4 を除く全てに昇架の記述が伺える 30。M1 のテクストを完全な
かたちで伝える写本は現存しないものの、グネルが M1 に分類される 7 写本を統合して構成し
たテクストでは、「［…］彼ら［兵士たち］は彼［キリスト］に赤い衣を着せ、［十字架に］昇ら
せ、そして十字架に釘づけた［…］ 31」と語られる。この部分が含まれる最古の写本はヴェネツィ
ア、マルチャーナ図書館所蔵の 14 世紀に帰せられる ms. gr. II, 151、fol. 297v–317v（coll. 1176; 
olim Nanianus CCX）で、元々クレタ島ハニアのアギア・トリアダ修道院に伝わっていたもの
である 32。 M1 のリライトである M2、および M2 に手が加わったテクストを基に書かれたであろ
う M3 にもそれぞれ「彼ら［兵士たち］は彼［キリスト］を十字架に昇らせ、磔にし、釘づけ
た 33」、「彼ら［兵士たち］は彼［キリスト］を昇らせ、釘づけた 34」とある。M2 はパリ国立図書
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館所蔵 Cod. Paris. gr. 808、fol. 261r–279r（olim Regius 23422、15 世紀前半）、M3 はオックスフォー







ど、キリストの受難を主題とする他の外典においても同様である 36。ギリシア語 A は 600 年ごろ












伝統的にナジアンゾスのグリゴリオスの著作とされてきたが、今日では 11 〜 12 世紀に逸名著
者によって著されたとされる。13 世紀から 16 世紀にかけて 25 の写本に書写されたという点か
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37  J. K. Elliott, ‘The Gospel of Nicodemus or Acts of Pilate’ in The Apocryphal New Testament: A Collection of 
Apocryphal Christian Literature in an English Translation, Oxford 1993, 165. ただし、キム・ハクチンはティッ
シェンドルフのギリシア語 B、つまりグネルのグループ Mに相当するヴァージョンがラテン語版からの意訳
版だとしている。H.C. Kim, The Gospel of Nicodemus: Gesta Salvatoris, Toronto 1973, 2.
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紀にはアンティオキアのエウスタティオス（337 以前没）によって、そして 10 世紀にもモーゼ・
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・ アルメニア、《ヴェハパー福音書（Matenadaran, ms. 10780,  fol.125v）》、11 世紀。「人間」タイプ。
・ マナスティル（マケドニア）、スヴェティ・ニコラ聖堂、1271 年。「人間」タイプ。




・ バニャニ（セルビア）、スヴェティ・ニキタ聖堂 †、1314 年。「人間」タイプ。 

















・ 枢機卿べサリオンの聖遺物箱（ヴェネツィア、アカデミア美術館）、14 世紀後半 49。「人間」タ
　イプ。
・ ミストラ、パナギア・ペリブレプトス聖堂、14 世紀後半 –15 世紀初頭。「人間」タイプ。
・ オフリド（マケドニア）、聖コンスタンティノスとヘレナ聖堂、14 世紀後半。「英雄」タイプ。
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